












本文学ｗｅｂ図書館「和歌文学大辞典」 ） 、あるいは「個性の強い思うがままを詠んだ 」 （ 『日本古典文学大辞典』 ）などと評される。ところが、先の拙稿では『藤簍冊子』の『源氏』巻名和歌も俎上に載せはしたもの 、場面の選択という点に関しては秋成の独自性を見出すことはできなかった。秋成の詠はそれぞれの巻の中心的な出来事を取り上げることが多く、その点においてきわめ
てオーソドックスといえる。ただ、拙稿では、秋成は巻名を詠み込むことがそう多くはな ことをかろうじて指摘した。 とはいえ、秋成の『源氏』巻名和歌については、こうした点に触れるに留まり、際立った特色を見出し得て ない これは、表現面での検討が不充分であ ことに起因する 思われる。先の はそれぞれの巻からどの場面を選び取るかという素材の摂取方法を論点としており、 歌の表現そのもの ついて検討するものではなかった。そこで本稿では、 独特といわれる秋成の歌風が、 伝統的な『源氏』巻名和歌においてどのように表れるか 、表現面から具体的に辿ることとする。　
まず、 『源氏』巻名和歌の基本的な詠み方を確認する。題とす























































































季吟と定信との詠「藤（ふち）のうらはの」 ・ 「恨（うらみ） 」 、


























































































































































巻には見られる。 女三の への恋に深く思い悩み、 また密通によって苦しむ柏木は、 確かにこ 巻の中心人物の一人である。しかし、「若菜
 下」巻において柏木を語る際にきわめて印象的に結び付け
られているのは、前掲の定信の和歌にあるよう 、 ではなくむしろ猫である。 冒頭で、女三 宮が飼う猫に対する柏木の強い執着心が語られ いる。 また、 柏木と女三の宮との仲は睦まじかったわけではなく、 柏木が一方的に好意を寄せた結果 苦悩である。「若菜
 下」巻にも、 「年を経て思ひわたりけることの、たまさか
に本意かなひて、心やすからぬ」とある。すなわち、柏木に って女三の宮は、 「たな しの」と う程に寄り添ったことがある相手というわけではない。長年 願いがたまたま叶い、しかしそのために却って不安にさいなまれると うものであって、秋成詠の歌意には合わない。　「若菜
 下」巻において琴という素材と印象的に結び付けられて





たとすれば、琴の緒が絶え という秋成の歌に合致する。が、紫の上の死はこの巻ではまだ描かれな 。 「若菜
 下」 巻での源氏は、
これから訪れる れの予感に悲嘆 暮れるのであって 既に間が隔たってしまったことを詠んだ秋成の歌 は合わない。　
源氏と女三の宮との関係についても、密通を知った源氏は「い






































紫の上との心にはすれ違いが生じている。源氏は女三の宮に琴を教えなければならず、紫の上の元へ足は遠のきがちとなる。そのことに関して、女三の宮の琴が 達しただろう 源氏に言われた紫の上が、 「いかでかは、かく他事なく教へきこえたまはむには」と、源氏が女三の宮に琴を教えることばかりに時間を費やし いるこ を暗になじるような言い方をする場面もある。源氏 しては、琴の指南は朱雀院や帝への手前教えざ を得 かったものであり、紫の上のように何一つ不足 ない女性は「まこと ぐひあらじとのみ思ひきこえたまへり。 」 、唯一無二 存在 考えている。源氏は紫 上への気持ちはまったく色褪せ は いと考えているが は決して得心して るわけではない。源氏は、紫の上の体調が思わしくないのを気遣い、また女三の宮の
36





























という用例があること ら、訓練す った意味で解釈することができる。とすれば、秋成の歌に詠まれている は、 若菜
 下」























とあって、 源氏が日常的に紫の上に琴を教えていたことがわかる。このことから 秋成の歌の「たならしの 」とは、長年寄り添ってきた源氏 紫の上との仲を指すと捉えることができる。しかし「若菜
 下」巻での紫の上は、源氏との関係においてきわめて不安












さらに二例、 同じ特徴を示す歌に簡単に触れておこう。 まず、 「明

































































































































拙稿「 『藤簍冊子』源氏物語和歌注釈稿（上） 」 （ 『藤女子大学
　
　
国文学雑誌』第八〇号・二〇〇九年三月） 、 「 『藤簍冊子』源
氏
　
























































去することを暗示。▽源氏の立場からの歌。 」 （三八四頁 ・ 脚注）
　
と解釈している。私見とは異なるが、秋成 の曖昧さがこう
　
した解釈の揺れを生じさせると言わざるを得ない。11　『般若心経源氏物語和歌』 （一七四四〈寛保四〉年成立） 。引
　
用は、注３所掲『石山寺資料叢書
　文学篇
　第二』による。
11　「若紫」巻に記述が見える。詳細は、注２所掲の拙稿「 『藤簍
　
冊子』源氏物語和歌注 稿（上） 」に述べた。11　
注６所掲『新日本古典文学大系』では、源氏と玉鬘との関係
　
を詠んだものとしている。あるいは、源氏と玉鬘、柏木と玉鬘
　
といった複数の間でこじれた状況となった ことを秋成は詠
　
んでいるのかもしれない。やはり巻中の語を詠まないことで、
　
解釈が困難になっていること 否めない。
〈やまもと
　すいこ／本学教授〉
